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この手で笑顔の未来を 〜Beaming future is in our hands

IR 技術説明会
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1. 基本⽅針と事業戦略
2. 既存事業の強化
3. 新たな事業の創出

➀ 電動化システム製品
② クリーンエネルギー技術活用
③ 将来成⻑に向けた積極投資
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1. 基本⽅針と事業戦略
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(1) 環境認識

 脱炭素社会に向けて、電動化などの脱ガソリン⾞は確実に進展
 電動化の進展には地域差があり、欧各国の政策や規制で今後も変化
 インフラ事情、エネルギー効率、応用性の観点から、

HEVも含めた内燃機関の需要は残り続け、今後も進化が必要

地域別BEV⽐率世界⾃動⾞⽣産数予測
＜2022年11月 当社中期経営計画より＞
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(2) 基本⽅針

事業戦略 財務資本戦略 経営基盤強化

資本効率
財務健全性
株主還元

環境
人的資本
安全健康

ガバナンス

収益性
成⻑性
安定性

パワートレイン製品事業はさらに拡⼤成⻑させ、
今後もトップメーカーとして支え続ける

2030年を⾒据えた両利きの事業戦略（中期経営計画）

技術と強みを活かし、
脱炭素と社会に貢献する新たな領域の事業を育成

既存事業
【持続的成⻑】

新規事業
【企業価値向上】

VISION2030 「この手で笑顔の未来を」の実現

クリーンで安全・安心な
モビリティの実現

暮らしやすい豊かな社会へ
プラス1の価値創出
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(3) 中期経営計画での事業戦略
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(4) 持続的な事業成⻑に向けて

2025 20302023 2028

パワートレイン製品事業

クリーンエネルギー
技術活用事業

電動化
システム製品事業

事業ポートフォリオ変革の実現

環境技術
№1へ

次期中期経営計画

経営基盤の強化

事業変革への基盤構築
中期経営計画

サステナビリティ経営の実現

既存事業の強化と新規事業の創出により、持続的な事業成⻑を実現

燃料や動⼒源の多様化
に全⽅位で対応
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2. 既存事業の強化
－ 今後も成⻑し続けるために －



ねらい 取組み内容

競争⼒
の向上

 サプライチェーン全体でのMMK*活動
 次期型ダントツ製品の量産化
 ⾼効率なものづくり革新

カーボン
ニュートラル

への貢献

 低炭素材料への置換
 リユース・リサイクル(廃棄物低減)
 ⽣産現場でのCO2排出量削減

更なる
事業成⻑

 事業譲受FPMの⽣産⾃前化とシナジー効果
 親和性の⾼い製品の集約や事業統合
 環境変化に対応したグローバル供給体制

 付加価値をさらに引き上げ、今後も安定的に供給しつづける
 事業の収益⼒を⾼めて、新たな領域へ積極投資（新規事業への布⽯）

(1) 成⻑のための重点取組み

＜マルチ組付＞

＜THRダントツ製品＞

*MMK︓もっとものづくり強化
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(2) 取組み➀︓革新ものづくり
9

⾼効率でカーボンニュートラルな
ものづくりで競争⼒向上と環境に寄与



業界
環境

今後もパワートレイン分野を支え続け、事業を更に成⻑させていく

 電動化の進展でエンジン⾞は減少するが、HEVなどの需要は継続
 カーボンニュートラル対応など、今後もエンジン開発は必要

機能部品
統合/集約

STEP1 重複製品
の事業統合/集約

STEP2 エンジンシステム
周辺製品の集約

エンジン
システム開発 STEP3 エンジン維持改良の

開発業務受託

(3) 取組み②︓事業統合

① 譲受した燃料ポンプモジュール事業は、
⽣産⾃前化とシナジー効果で競争⼒と収益⼒を拡⼤する

② 重複する主⼒製品の事業統合や⽣産集約を更に進める
（2023年度末 STEP1の⽅針決定）
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■ ロードマップ

■ 重点取組み領域

項目 2030年目標値

CO2排出量
削減

(2019年⽐)

Scope1&2   50％削減

Scope3 50％削減

技術開発では、原材料のCO2削減と
リサイクルを重点に取組み中

(4) 取組み③︓カーボンニュートラル

項 目 取組み内容

原材料
CO2削減

 低CO2材
 リサイクル材
 バイオ/ケミカル材

資源循環
 ランナー再利用
 活性炭リユース
 分解リユース

クリーン
エネルギー活用

 アンモニア水素
⾃家発電

 再エネ利活用

【キャニスタでの事例】



(5) 取組み④︓次世代ものづくり工場
12

 名 称 ︓ 安城新工場（仮称）
 総工事費︓ 約85億円（建物投資額）
 操業開始︓ 2025年4月より順次開始予定
 ⽣産品目︓ 水素関連製品・電動化製品等

【新工場概要】

快適な環境で、新たな価値を創造し、
カーボンニュートラルを実現する「次世代のものづくり工場」



13

3. 新たな事業領域の創出
－ 企業価値の向上に向けて －



技術開発⽅針
14

 環境技術を磨いて、全⽅位で低炭素社会の実現へ貢献
 次世代モビリティに向けた、ソフトウェアと

パワーエレクロニクスの技術開発
 社会を豊かにしていくための

クリーンエネルギーの要素技術開発とシステム開発
 事業変革に向けたエンジニアのリスキリング・リカレント

ソフト・パワエレ強化

ソフト

エレキ
メカ

コア技術

コア技術をベースに新たな技術で、新たな価値と事業を創造

システム開発 研究開発投資

 新分野への積極投資
 新規領域への

リソーセスシフト
 エンジニアの再教育

と新技術習得
 外部機関との連携強化

ソフト人財100名/3年

アンモニア水素発電

モータ インバータ電池パック

小型FC

システム開発で最適化
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➀ 電動化システム製品
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(1) 電動化製品での取組み領域

BEVにおいても、動⼒源の⾼効率かつ⾼精度な制御に貢献し、
技術開発とものづくり⼒で、開発から⽣産/品質を一貫して保証

エンジン

コントロール
ユニット

ガソリンタンク

EGRバルブ
*1

スロットル
ボデーインジェクタ

燃料ポンプ
コントローラ

キャニスタ

適合制御
ガソリン/HEV

LPG/CNG

BEVガソリン⾞量産製品

電池パック

充電機
*1: Exhaust Gas Recirculation Valve

排気再循環装置用制御弁

コントロール
ユニット

セル
BMS
補機

動⼒源

機能要素
技術

ものづくり
技術

• 組付（接合・計測・異物管理）
• 加⼯（切削・研削・塑性）
• 粗形材（鋳造・成型・鍛造）

• 流体制御
• システム開発
• コントローラ

• 吸着/脱離
• モータ
• センサ

eアクスル(モータ)トランスミッション
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(2) 背景とめざす姿

■ 目指す姿

2025 20302023

■ ロードマップ

2028

制御技術
ものづくり技術
機能要素技術

適合技術
環境技術

保有技術 足掛り

技術基盤

主⼒
事業へ

システム化
領域拡⼤・ソフトウェア人財育成

・開発経験・実績づくり

電池セルケースカバー
開発・量産化

EV パワートレイン領域における
「軽量・⾼効率・低コスト」なシステムとコンポーネント

中計
期間

将来

➀ 電動化の足掛かり

保有技術を活かした
電池セルケース・カバー

 電動製品の開発経験による
技術積上げと実績づくり

 ソフトウェア開発人財の育成
 パワエレ・電気電子技術の技術向上

② システム化に向けた技術基盤構築

保有技術︓機能要素技術・システム開発・ものづくり技術



保有技術を活かし、⾼品質で低コストな電池セルケース・カバーを開発
電動化の初製品として、2025年4月から量産を開始し、⽣産量を順次拡⼤
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カバー

40

60

80

100

従来品 開発品 将来品

ケース ■ 当社の特徴

0

50

100

150

炭化水素 水洗

インジェクタなどでの
異物管理とプレスの技術を活かし、

 精密プレスによる
⾼い寸法精度と工程数削減の両⽴

 深絞り&薄⾁化による歩留まり向上
 環境負荷が低い洗浄技術

(炭化水素洗浄→水洗浄)

【要求項目】
 ⾼気密・⾼精度
 異物・油分管理
 軽量かつ⾼耐圧性
 低コスト・省資源

① プレス
② 洗浄・乾燥

検査・刻印
梱包

材料投⼊

目標
90％以上

【① 材料歩留り/工程数】 【② CO2排出量】

全工程での
異物発⽣と流出抑制

30％削減
20％
向上

11工程 8工程

(3) 足掛り︓電池セルケース・カバー

8工程
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(3) 足掛り︓電池セルケース・カバー

■ 今後の進め⽅

【取組み#1】プレス新工場建設 【取組み#2】電池事業の体制強化
急拡⼤する⾞載用電池の
技術⼒向上と安定供給に向けて
(株)アイエムアイを子会社化

(’23年11月)

 アルミニウム・ステンレスなどでの
⾼いプレス・深絞り技術

 携帯電話用電池パックケースでの量産実績
 ⾦属プレス用⾦型の設計/製作の⾼い技術⼒

所在地︓愛知県安城市
敷地⾯積︓8,000m²
建物︓鉄⾻2階建て4,100㎡
総工費︓約25億円
操業開始︓’25年4月

電池セルケース・カバー⽣産のための
新工場の建設開始 (’23年12月)
’26年の売上規模 約40億円から順次拡⼤

電池事業の拡⼤に向けて、
① 品質確保と安定⽴上げによる

実績づくりと顧客信頼確保
② ⽣産体制整備による⽣産量拡⼤

・・・取組み#1
③ 次世代工法開発や製品VAによる

競争⼒と付加価値向上
・・・取組み#2

電池セルケース⽣産数量
(千台)
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2025年

STEP1
電池セルケース
(四輪HEV/BEV)

2028年2023年

STEP3
電池パック
システム化付

加
価
値

2030年〜

STEP2
電池モジュール
(小型モビリティBEV)

システム化モジュール化部品⽣産

（億円）

0

100

200

2025 2028 2030

電池関連製品 売上規模

電池セルケースから電池システムへ電池事業の領域を拡⼤

 事業参⼊と実績づくり
 新技術領域の手の内化

STEP2

STEP3

STEP1

(4) 電池システムへ向けた取組み

電池パックシステム

電池モジュール
電池セル

拘束部品等

構造部品
ケース

絶縁シート等

システム部品
コントローラ

冷却ユニット等

関連メーカー派遣による
技術開発習得 新技術領域



小型モビリティ向けの
モータドライバ Assyの技術開発

⇒ 2024年度中に量産化

■ コントローラ技術習得 ■ 冷却ユニット技術習得

回路技術
制御技術

蓄積技術

冷却制御技術
熱マネ技術

蓄積技術

■ ソフトウェア人財育成

43
86 100

0

50

100

2023 2024 2025

(人) 育成計画

(4) 電池システムへ向けた取組み
電動製品の開発を通じて、

電池パック/熱制御/充放電技術の手の内化に取り組み中

 3年で100人規模の
ソフトウェア人財を育成
(⾃ら開発できる人財)

 外部機関や外部人財の
積極的活用

技術活用領域

電池
冷却

電⼒変換
駆動

クリーン
エネルギー

Out-Car

冷却コンポーネントと
熱マネージメント領域の技術開発

⇒ 2024年度中に研究開発完了

ヒータ

ウォータポンプ

電池パック

チラー
バルブ

21
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② クリーンエネルギー技術活用事業
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(1) 背景とめざす姿

■ 背景
脱炭素/脱化⽯燃料に向けて、

クリーンエネルギーの活用が拡⼤
【主な燃料】
 アンモニア

(水素キャリア)
 水素(液体/気体)
 合成バイオ燃料

【主な活用先】
 輸送機器

- 乗用/商用⾞
- 船舶

 発電インフラ

■ 保有技術
燃料 燃料系製品 システム開発

液
体

ガソリン
FFV
LPG

気
体

CNG
水素

水素・アンモニアなどのクリーンエネルギーの燃料供給分野で
保有技術を活かし、カーボンニュートラルの実現に貢献

製品開発 システム設計 評価環境

液流体解析液流体解析

製品設計製品設計

ガス流体解析ガス流体解析

モデル構築モデル構築

制御構築制御構築 材 質材 質

性 能性 能

FCV製品

インジェクタ

燃料
ポンプ

各種材料

エバポ適合

燃料噴射系適合

評価環境システム設計製品開発
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(2) 取り組み領域とロードマップ

燃料電池

⾃動⾞

水素供給
コンポーネント

アンモニア水素
発電システム

小型燃料電池
ユニット

2020 2025 20302023

実証
評価

コンポーネント
システム開発要素技術開発

次世代開発
OEM提案

⾮⾃動⾞用

★量産化
(次世代FCV)

アンモニア供給
コンポーネント

発電機

⾃動⾞

■ ロードマップ

★事業化

■ 取り組み領域

⾃動⾞用 技術確⽴
量産実績

動⼒をつくる燃料を供給する

保有技術

領
域

⾮⾃動⾞

★ 事例
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(3) 取組み事例︓アンモニア水素発電
■ ねらい

H2

H2O

➀ 改質
熱分解で水素化

N2

N2

1. 貯蔵・輸送が容易、消費エネルギーが少ない アンモニアを利用
2. 愛三の保有技術を活用し、アンモニアの課題を解決

(毒性臭気×吸着脱離技術 & 材料攻撃性×劣化対応技術)
3. ⾃社開発の安全かつ安心なアンモニア供給系製品を活用
4. システム制御による⾼効率かつ安全でクリーンな発電

NH3

H2

N2

② 分離
アンモニア除去

③ 燃料電池
クリーンな発電

CO2排出ゼロ

■ 特徴︓世界初のアンモニアからの⾼効率な燃料電池発電
① 発熱を利用した

低エネルギーでの水素変換
② 保有技術と吸着材を活用した

最適なアンモニア分離

③ 最適熱マネジメントによる
安定かつ効率的な発電

【発電効率】60％以上

O2

狙いの吸着特性に応じた
吸着材の構造設計

(高い吸着性 有害ガス除去)吸着材NH3
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(3) 取組み事例︓アンモニア水素発電

■ 開発内容
システム開発

 吸着脱離メカニズム
 触媒内部の反応量予測
 熱交換ロス/伝熱/放熱

現象の定量化

コンポーネント開発要素開発

 吸着材の最適化
(流れ・反応・温度の制御)

 触媒温度の均一制御
 触媒利用率の最適化

 安全な制御システム
 ⾼温熱マネジメント

(ヒーターレス)
 FC発電システムの構築

大学・専門機関との共同研究 燃料電池の技術と特許を
持つマグネクスを子会社化

2020 2025 20272023

★
事業化

連続運転
実証評価

システム開発
実験機評価

モデル化
検証

〇次世代工場
での実証

2030

〇100kW
実証機

●10kW実験機

■ スケジュール

2030年以降の需要拡⼤に向け
先⾏で技術確⽴・事業化

 実証実験
・’23年6月に10kW発電実験成功
・改質の実機実証(‘24年3月予定)
・実機100kWへのスケールアップ

設計完了(‘24年6月予定)

■ マグネクス社
・世界№1発電効率の表⾯処理技術
・多様な熱流体システム設計製造技術
・水電解システム設計・製造技術

●マグネクス
子会社化

開発事例
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(4) 今後の進め⽅

 最適なクリーンエネルギーシステムの具現化
 クリーンエネルギーに関する愛三の知名度向上
 クリーンエネルギー技術の普及と新たな市場を創出

(モノ売りとコト売り両⾯で、2030年以降に事業化)

クリーンエネルギー技術活かし、幅広い分野で、
カーボンニュートラルと資源循環社会の実現に貢献

項目 開発目標値

技術アピール 学会発表・政府プロジェクト参画

システム提案 評価試験・技術コンサルティング

仲間づくり 専門機関との共同研究や技術提携

ブランディング 商標登録・広報活動

■ 知名度向上の取組み

アンモニア水素発電
あいち創造研究開発
補助⾦認定 (23年6月)
水素エネルギー

協会⼤会 (23年12月)
FC＆H2 EXPO出展

(24年2月)

【 取組み内容 】
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【 研究開発費 】(億円) 【 設備投資 】(億円)

2030年を⾒据えた事業成⻑に向けて新たな事業へ経営資源を積極投⼊

 既存パワートレイン製品事業の
効率と収益⼒を徹底的に引き上げる

 電動化や脱炭素に貢献する新規事業の
開発に経営資源をシフトし積極的に投⼊
中期経営期間︓900億円 (前中計⽐1.5倍)

収益⼒
向上

売上拡⼤
⽣産性向上
開発効率化

資本効率
向上

在庫適正化
資源再配分
投資効率化

③ 将来に向けた積極投資

人・モノ・カネをシフト

新規事業へ積極投資

キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

財務戦略

新規
事業

既存
事業

新規
事業

既存
事業



【将来⾒通しに関する記載についての注意】
・本資料には業績⾒通しおよび会社⽅針・計画等を記載しております。それらにつきましては、各資料の作成時点において当社を

取り巻く経営環境や会社⽅針などの一定の前提にもとづいて作成しております。
したがって、実際の業績は様々な要因により、これらの業績⾒通しとは異なる結果となりうることをご承知おき願います。

・実際の業績に影響を与えうるリスクには、⾃動⾞市場の変動、為替レートの変動、原材料・部品の価格、法規制および災害
感染症による影響などを含みます。なお、業績に影響を与えうる要素は、これらに限定されるものではありません。

Navigating
future 
challenges
with courage


